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　亀山市在住の神
か み

野
の

魁
いさむ

さんより、書道
作品の写真をご提供いただきました。
　神野さんは、松阪市の書家 伊藤潤一
さんに師事し、先月初めての個展を開
催されました。
　神野さんの作品は、インスタグラム

（＠ isamu.kamino）でもご覧いただけ
ます。
　福祉みえでは表紙に掲載する写真を
募集しています。詳しくは本会ホーム
ページをご覧ください。

福祉みえでは、2～4ページの特集記事に
uni-voice による音声コードを導入しています。
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Uni-Voice 音声読み上げコード

地域とつながる学生地域とつながる学生特特  

集集

　私たちが住まう地域社会には様々な人が暮らし、それぞ

れが地域での役割を担い「おかげさんの心」で助け合い、

支え合っています。企業・団体などもまた、地域社会を構

成する一員として、地域を支える活動に取り組んでいます。

　皇學館大学では、教員・学生が主体となり、地域団体や

自治体等と協働して新たに取り組む地域の活性化につなが

る活動「皇學館おかげキャンパスプロジェクト」をおこなっ

ています。そのなかで今回は、令和３年度におこなわれた

「ベルファームと協働して、地産地消を広めようプロジェ

クト」を紹介します。�

Introduction

～ 皇學館おかげキャンパスプロジェクトより ～～ 皇學館おかげキャンパスプロジェクトより ～

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
皇
學
館
大
学
教

育
学
部
の
駒
田
聡あ
き

子こ

教
授
の
ゼ
ミ
の
教

員
・
学
生
計
36
名
が
令
和
３
年
４
月
22
日

か
ら
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で
に
お
こ

な
っ
た
活
動
で
す
。「
地
産
地
消
」・「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
」を
テ
ー
マ
に
、「
食
育
」・「
緑

育
」
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
松
阪
農
業
公
園
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

（
以
下
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
）
と
連
携
を
し
、

１
「
ロ
ゴ
や
弁
当
作
り
を
通
じ
、
生
産
者

と
消
費
者
の
橋
渡
し
を
す
る
」　

２
「
消

費
者
に
農
家
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
で
、

商
品
の
認
知
度
向
上
を
図
る
」　

３
「
地

域
住
民
に
南
勢
地
域
の
食
の
豊
か
さ
に
気

づ
い
て
も
ら
い
食
を
通
じ
た
健
康
意
識
を

高
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
本
活
動
で
は
、
学
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
や
弁
当
献
立
の
提
案
・
ロ
ゴ

や
ポ
ッ
プ
の
作
成
・
親
子
調
理
体
験
・
生

産
者
と
の
交
流
会
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情

報
発
信
な
ど
多
様
な
活
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
と
協
働
し
て
、

�

地
産
地
消
を
広
め
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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様
々
な
活
動
を
お
こ
な
っ
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
地
域
住
民
と
の
交
流
を

図
っ
た
活
動
が
、「
生
産
者
と
の
交
流
会
」

と
「
親
子
調
理
体
験
」
で
し
た
。

生
産
者
と
の
交
流
会
で
は
、
学
生
た

ち
が
作
物
の
品
種
や
特
徴
、
収
穫
ま
で

の
育
ち
や
圃
場
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

生
産
者
の
方
か
ら
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
一
方
的
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

学
生
の
感
性
を
活
か
し
商
品
の
ロ
ゴ
作

成
を
お
こ
な
い
販
売
促
進
の
一
翼
を
担

う
な
ど
、
生
産
者
と
学
生
に
よ
る
双
方

向
の
交
流
が
図
ら
れ
た
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

親
子
調
理
体
験
は
、
令
和
３
年
10
月

９
日
、
10
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

計
30
組
60
名
の
親
子
が
参
加
し
、
ベ
ル

フ
ァ
ー
ム
で
収
穫
し
た
食
材
を
使
用
し

学
生
が
考
え
た
献
立
を
参
加
者
が
調

理
・
実
食
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

当
日
の
献
立
提
案
、
食
材
の
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
、
調
理
の
補
助
な
ど
当
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
円
滑
に
進
め
る
役
割
を
担

い
ま
し
た
。
ま
た
、
調
理
の
空
き
時
間

に
は
親
子
で
野
外
活
動
を
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
を
す
る
な
ど
、
単
な
る
調
理
体

験
で
は
な
く
自
然
の
中
で
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。

Uni-Voice 音声読み上げコード

学
生
に
よ
る
地
域
連
携
活
動

今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
広
い
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
自
然
や
環
境
な

ど
食
材
だ
け
は
な
く
フ
ィ
ー
ル
ド
全
体
を

生
か
し
た
活
動
を
し
た
い
。」、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
身
近
な
こ
と
だ
、
を
テ
ー
マ
に
フ
ー
ド

ロ
ス
を
様
々
な
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
駒
田
教

授
か
ら
今
回
の
活
動
に
つ
い
て
、「
学
生

が
地
域
住
民
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
地

域
に
は
様
々
な
考
え
方
を
持
っ
た
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
多
様
な
価
値
観

を
持
っ
た
人
と
ど
の
よ
う
に
ふ
れ
あ
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な

る
。
ま
た
地
域
住
民
や
高
齢
者
が
多
い
農

業
従
事
者
に
と
っ
て
は
、
若
い
学
生
と
活

動
し
そ
の
感
性
に
触
れ
る
こ
と
が
活
力
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
「
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
橋
渡

し
を
し
て
く
れ
る
公
務
員
の
姿
を
み
て
、

公
務
員
を
目
指
す
こ

と
を
目
標
と
し
、
就

職
し
た
学
生
も
い

る
。」
と
の
話
も
あ

り
ま
し
た
。

活
動
を
終
え
て

親子調理体験中の参加者と学生さんです
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今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
活
動
拠

点
を
広
げ
、
食
・
自
然
に
つ
い
て
の
親
子

体
験
型
活
動
を
お
こ
な
い
、
災
害
時
も
含

め
た
生
き
る
力
（
考
え
て
行
動
す
る
力
）

を
育
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
三
重
県
が
重

点
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
伊
勢
茶
な
ど

の
食
材
の
広
報
活
動
に
携
わ
り
、
あ
ら
た

め
て
三
重
県
の
良
さ
を
県
民
に
気
付
い
て

も
ら
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
と
の
つ
な
が
り

今
回
取
り
上
げ
た
「
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
と

協
働
し
て
、
地
産
地
消
を
広
め
よ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は「
食
育
」や「
農
業
」を
テ
ー

マ
に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
一
見
福
祉

と
は
無
関
係
に
感
じ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
活

動
を
深
く
知
っ
て
い
く
と「
地
域
の
活
性
化
」

や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
地
域
福
祉
分
野
に
お

い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出

て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
始
め
と
し
た
地

域
で
の
様
々
な
活
動
の
根
底
に
は
、「
地
域

福
祉
」
に
つ
な
が
る
想
い
や
考
え
方
が
あ
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

終
わ
り
に

学
生
に
よ
る
地
域
活
動
は
、
駒
田
教
授

の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
学
生
に
と
っ
て

は
様
々
な
価
値
観
・
存
在
に
ふ
れ
る
貴
重

な
体
験
で
あ
る
こ
と
、
地
域
や
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
、
新
た
な
価
値
観
や
感
性
に

ふ
れ
る
こ
と
や
そ
れ
を
生
か
し
た
新
た
な

取
り
組
み
が
で
き
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
生
は
地
域

住
民
で
も
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と

し
も
活
動
が
で
き
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る

と
分
か
り
、
広
い
分
野
で
学
生
に
よ
る
地

域
と
の
連
携
活
動
が
広
ま
っ
て
い
け
ば
、

地
域
の
活
性
化
や
地
域
住
民
の
活
力
、
ひ

い
て
は
地
域
福
祉
が
目
指
す
「
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
の
実
現
」
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皇
學
館

大
学　
駒
田
教
授
、
同
大
学
地
域
連
携
室

の
ご
担
当
者
様
、
松
阪
農
業
公
園
ベ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
ご
担
当
者
様
、
お
忙
し
い
中

記
事
掲
載
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



5 福祉みえ福祉みえ 2022 年 11月号　No.377

今
回
は
、
亀
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

豊と
よ
田だ

夏な
つ
美み

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
の
お
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

亀
山
市
で
生
ま
れ
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

地
域
の
方
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
、
見
守

ら
れ
な
が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
の

形
で
地
域
の
方
た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
た

ら
と
い
う
思
い
で
、
亀
山
市
社
協
に
入
職

し
て
６
年
が
経
ち
ま
す
。
現
在
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
係
で
第
１
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
、
高
齢

者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
生
活
支
援
や

介
護
予
防
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
住
民

や
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
専
門
職
で
す
。具
体
的
に
は
、

地
域
で
住
民
同
士
が
ゴ
ミ
出
し
や
庭
の
草

取
り
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い
活
動

を
行
う
ち
ょ
こ
ボ
ラ
（
ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
略
称
）
の
し
く
み
づ
く
り
を

支
援
し
た
り
、高
齢
者
の
居
場
所
で
あ
る
、

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
地
域
福
祉
カ
ル
テ
」
や
「
高
齢

者
の
た
め
の
社
会
資
源
の
し
お
り
」
を
作

成
し
て
、
地
域
の
社
会
資
源
を
把
握
・
整

理
し
、
見
え
る
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
に
も
地
域
で
の
見
守
り
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
な
ど
地
域
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

休
日
の
す
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

休
日
は
、
友
達
や
妹
と
気
に
な
る
カ

フ
ェ
に
行
っ
た
り
し
て
、
ま
っ
た
り
過
ご

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近
は
県
内
が
中

心
で
す
が
、
た
く
さ
ん
素
敵
な
お
店
が
あ

り
「
三
重
県
に
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
が

あ
っ
た
ん
だ
！
」と
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
に

な
り
、
自
宅
や
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
の
い

い
香
り
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
か
ら
は
家
族
の
時
間
も
増
え
、

週
末
に
は
家
族
４
人
で「
お
う
ち
飲
み
会
」

を
開
催
し
て
、
お
互
い
の
仕
事
の
話
か
ら

た
わ
い
の
な
い
話
ま
で
、
お
酒
を
飲
み
な

が
ら
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
キ
ス
マ
イ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
ま
し
た
。
非
日
常

的
な
キ
ラ
キ
ラ
し
た
空
間
に
、
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
「
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
！
」

と
改
め
て
思
え
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の

よ
う
な
幸
せ
の
あ
ふ
れ
る
空
間
が
好
き
な

の
で
、
何
年
も
行
け
て
い
な
い
夢
の
国
に

も
そ
ろ
そ
ろ
行
き
た
い
な
あ
と
考
え
な
が

ら
、
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
の
音
楽

を
聞
く
毎
日
で
す
。
夢
の
国
に
一
緒
に

行
っ
て
く
れ
る
人
、
募
集
中
で
す
（
笑
）。

休
日
に
し
っ
か
り
パ
ワ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し

て
、
ま
た
笑
顔
で
仕
事
を
頑
張
れ
る
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
ワ
タ
シ
、
普
段
の
わ
た
し

連　載

第５回

―
―�

み
ん
な
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス�

―
―

カフェで
ごはん

久しぶりの
妹と

コンサート

美味しいコーヒー♪
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※  掲載したお悩み等は、本会が実施した新人向け研修等の参加者からお寄せいただいたものから広報委員にて選定のうえ、一部要約及び編集
して掲載しています。

※  個人の特定を避けるため、新任職員及びメッセージをお寄せいただいた先輩職員の両者を匿名で掲載をしています。ご了承ください。

　ひとりで訪問すると、相談できる相手が居ない中で咄嗟の対応を求められる事もあっ
て大変ですよね。
　こういうときは、まずは上司に報告をしてケアマネジャーにも相談をしてください。
　介護保険制度の中で、訪問介護の業務範囲が明確に定められています。またその方
のサービス計画がどういう目的でどのように立てられて、訪問介護は計画のどの部分
をもとにサービスを提供しているのか、これらを整理しておくことが大切です。
　そしてこのことを、ケアマネジャーから利用者やご家族にきちんと説明してもらう
と良いと思います。
　一方で、そのような要望には利用者やご家族のニーズが隠れている場合もあります。
そういったニーズを見逃さずに適切に繋げることができれば良い支援ができるのでは
ないでしょうか。

　仕事を行う中で、モチベーションをアップする方法を教えてください。

　モチベーションのアップってどうすれば良いのか悩みますよね。
　いろいろな方法があるかと思うのですが、その仕事がもつ意味を意識するのも良
いかと思います。私はかつて、当時の上司から「その仕事は誰に向けてのものかを
考えなさい」と言われたことがあります。口では顧客ファーストと言いながら、目
の前にあるつまらない作業に飽き飽きとして、「それを積み重ねた先にあるもの」
が見えていないのがバレバレだったんだと思います。
　また、仕事のモチベーションが高いときは、趣味や恋愛など仕事以外のことも充
実していたように思います。プライベートも思い切り楽しんで、仕事も充実させて
くださいね。

利用者家族からの要望、どうしたら？ 高齢者福祉施設
経験年数　４年相談者

社会福祉協議会
社会福祉士

【経験年数　20 年目】

高齢者福祉施設
介護職員

ケアマネジャー
【経験年数　16 年目】

モチベーションの上げ方がわからない。 社会福祉協議会
経験年数　1 年目相談者

そうだ！
先輩に
聞こう

第４回連　載

　本連載は、悩める若手職員・新任職員様から業務上でのお悩みや困り事をお預
かりし、そのお悩みに、県内の福祉施設で働く仲間である同業種の先輩からメッ
セージをいただき新任職員・若手職員を応援する連載です！�
　きっと、同じような悩みをもつ仲間もいるはず！先輩職員からのメッセージを
ヒントにあなたの業務に活かしてくださいね★�

　今年から訪問介護の担当になりました。利用者家族から対応できない事への要望が
あり、対応に悩むことがあります。どうすれば良いでしょうか。
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和４年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
NEW 施設の感染症対応費用補償

（SJ21-12224から抜粋）

information
子どもの居場所づくり応援アドバイザー派遣
子どもの居場所の開設を予定している団体・個人、子どもの居場所を運営している団体・個人の方へ�
　県内で活動する子どもの居場所（子ども食堂、学習支援教室、フードパントリー等）における人材を育成する
ため、子どもの居場所に関する様々な知識や経験のある有識者を「子どもの居場所づくり応援アドバイザー」と
して派遣します。

利 用 期 間　　令和４年 10 月 28 日（金）～令和５年２月 28 日（火）
　　　　　　　　※申し込みは令和５年１月 31 日（火）まで

費　　　　用　　無　料（アドバイザー派遣にかかる講師料・交通費は事務局が負担します）

アドバイザー
派 遣 の 流 れ

申 込 方 法　　規定の応募用紙により事務局へ FAX またはメールにてお申し込みください。
　　　　　　　　 応募用紙は、ホームページ（三重県社会福祉協議会　お知らせ）からもダウンロードできます。

お 問 合 せ　　三重県社会福祉協議会　地域福祉課　子どもの居場所担当
　　　　　　　　〒 514-8552　津市桜橋 2 丁目 131（三重県社会福祉会館　2 階）
　　　　　　　　TEL 059-227-5145　FAX 059-227-6618　Email chiiki@miewel.or.jp

相
談
者

事
務
局

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

❶ 申込み

❷ ヒアリング

❹ 訪問支援

❸ 日程調整● メール　● FAX

● 立ち上げのノウハウをレクチャー　● アドバイス　● お悩み相談

● 日程調整
● アドバイザー依頼
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スポーツチームと共同募金の連携 
　三重の赤い羽根サポーターチーム（伊賀 FC くノ一三重、ヴィアティン三重）のご協
力により、ホームゲーム会場で募金活動をしました。

コープみえ 20 周年フェスタに出展しました 
実施日　令和４年 10 月 22 日（土）
会　場　メッセウイング・みえ
　共同募金のしくみや募金の活用内容を県民の皆さんへお
知らせするために、コープみえ 20 周年フェスタに出展し
ました。
　会場にはパネル展示の他に、募金型カプセルトイを設置
して来場者の方々に楽しんでもらいました。
　コープみえには共同募金運動時に会員の皆さんへ共同募
金の呼びかけをしていただいています。

伊賀 FCくノ一三重（女子サッカー）
実施日・会場
● 令和４年 10 月２日（日）
　  朝日ガスエナジー東員スタ

ジアム
● 令和４年 10 月９日（日）
　 上野運動公園競技場

　10 月９日（日）のホームゲーム最終戦に
は多くのファンの皆さんが試合会場に集ま
りました。寄付いただいた皆さんへは伊賀
FC くノ一三重と共同募金のコラボグッズの
手裏剣キーホルダーを配布しました。

ヴィアティン三重（男子サッカー）
実施日・会場
● 令和４年 10 月 16 日（日）
　  朝日ガスエナジー東員スタ

ジアム

　当日はヴィアティン三重の選手の他に、
ガールスカウト三重県第 12 団の皆さんにも
募金活動にご協力いただきました。
　募金に際してはファンの皆さんと選手が
写真撮影する等、交流の場ともなりました。

コラボグッズ


